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「 第 3 7 回住まいのリ フ ォ ームコ ンク ール総評」

　「 住まいのリ フォ ームコ ンク ール」 も 今年で 3 7 回目を 迎えた。 コ ンク ールの形や進め方には、 時代の要請に応

じ ていろ いろ な変化があったが、 様々な条件に対応し たアイデアに基づく 興味深い提案が毎回のよう に登場し 、

と ても「 ためになる」 コ ンク ールであること は確かである。 審査についても 、 時代の要請に対応し た内容を 熟考し

た審査が続けら れ、 ますます充実していると 言っても 過言ではない。

　 し かし 今回は、 新型コ ロナウイルス問題のために世の中の様子がすっかり 変わってし まい、 例年通り の開催が危

ぶまれる事態と なった。 どのよう な形でコ ンク ールを 開催すべきか、 そも そも 開催自体が可能か、 などと 大いに迷

う と ころであったが、 何と か実行に漕ぎ付けること ができた。 し かし 諸般の事情の結果として、 優秀作品の現地審

査が実施不可能と いう 事態になってし まった。

　 こ のコ ンクールでは、 図面や写真だけでなく 、 実物を見るこ と が上位作品については必須として来ており 、 実物

を 見ずして作品の評価をするのは、 こ のコ ンク ールでは初めてである。 こ れは審査にと っては大きな痛手であり 、

審査方法も こ れまでと はかなり 変わらざるを得ない。例年なみの作品数が集まるかどう かと 言った不安だけでなく 、

このコンクールに相応し い作品の水準が満たさ れるか、 審査がスムーズに実行可能なのか、 などが危惧さ れた。

　 し かし 実際に審査作業に入ってみると 、 前年度に比べて応募作品数は確かに減ったも のの、 昨年の 4 3 0 件に

比べて 4 0 5 件と 、 さ ほど致命的な縮小に至ら なかったのは幸運であった。 こ れは、 建築と 言う も のは、 規模にも

よるが、 設計から 工事終了までに日時を 要するも のであり 、 リ フォーム作品に関わる実際の作業についても 、 コ ロ

ナウイルス問題以前から 準備を重ねていたケースも 少なく なかったと も 解釈できよう 。 こ のよう な条件でも 例年と

さ ほど大きな違いの無い規模でコ ンク ールが実施できたこと は、 幸運であったと も に、 応募者の方々や審査に関

わった方々の並々なら ぬ尽力があっての結果である。

　 コ ンク ールの応募作品の内容は、 昨年と 同様に「 住宅リ フォ ーム部門」 と「 コ ンバージョ ン 部門」 の２ 部門に分

けている。 審査の結果は、 住宅リ フォ ーム部門では 3 8 6 作品中 2 2 作品が入賞、 またコ ンバージョ ン 部門では、

19 作品中３ 作品が入賞し た。

　 作品の内容については、 他に行なわれる詳細な発表に委ねるとしてここ では詳細は省く が、 大勢の傾向にはさ

ほど大きな変化は見ら れないも のの、 回数を重ねるにつれて応募作品の水準は良い方向へ進みつつある、 と 言う

印象である。

　 次年度についてはコ ロナウイルス問題が終息しているかが気になると ころだが、 こ のコ ンク ールが今後と も 途絶

えず、 住宅リ フォ ームの価値をますます認識さ せ、 豊かな住生活の礎になること を祈るのみである。
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